
　　　☆会派視察 R5.5.8～10 　☆地域活動
　佐賀市で「バイオマス産業都市構想」の視察をしました。 毎年２回実施の、加茂川一斉清掃❕

　年に数回の農業者・漁業者との勉強会も実施。 主人と、春秋とも毎回参加していて、

　市と関係事業者の信頼関係を強くしようとの努力に感激❕ 春季は6月25日に、昭和町の皆さん

　ごみや下水は迷惑なものでなく、処理施設で適正処理し、 10人と活動させて頂きました。

「宝の肥料」として還元し、地域に

　喜ばれる施設としたいという、

　市側の思いが伝わる施設でした。

　米子市でも、今後の

　下水道の施策に、大変

　　勉強になりました。

　☆公明党が提案した政策！    ※ 議員提案の議案 公明党議員団で提出し、採択  　
　　　　　
　　『新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の日常を守る取り組みの強化を求める意見書』
　新型コロナウイルス感染症の後遺症を訴える方が増えている。この方々に寄り添い、一人一人の日常を守るために、積極的な取り組みを求める。
　　　　　
　　『特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書』
　医療的ケアを含めた、さまざまな障がいのある児童生徒に的確に対応するため、特別支援教育の人の育成と適切な配置、財政措置等を求める

☆６月度党支部会 ☆街頭活動
　　　　　
　６月28日、米子市公会堂で党支部会を開催しました。 6月24日、市内10ヶ所で

　米子市から、防災安全課の山花危機管理室長と髙田係長に来ていた 街頭演説をしました。

　だき、「身近な地域での防災の心構え」について教えて頂きました。

　自宅付近の「リスク」をハザードマップで知る❗

　そのリスクにどう対処し備えるか❔

　『わたしの避難ノート』を使って、家族での

　　話し合いが鍵ということです❕

　「避難」は、難を避ける❗　こと。 　　7月は、

　そのために、いつ誰がどうするか❓が大事です。 　25日の予定です。
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　　☆市有施設の男性用トイレへ のサニタリーボックス設置 について
　　■今城　　昨今、高齢や病気等で、男性用おむつや尿取りパッドなどの使用は

　　　確実に増加している。誰もが安心して気兼ねなく使用できるよう、本市の公共

　　　施設の男性用トイレにサニタリーボックスの設置を図るべきと考えるが、お考えを伺う。

　　■市長　　昨年10月から試験的に男性用トイレの一部で実施し、使用状況を把握中。

　　　使用状況の推移や他の自治体の取組状況などで、今後の対応について判断したい。

　　☆多様性を認め合う新たな条 例の制定について
　　■今城  年齢や性別、国籍、人種、民族宗教、障がい、性自認や性的指向などに関係なく、

　　　誰もがありのままで暮らせる、多様性を認め合う豊かな社会を目指すことが非常に重要な

　　　時代である。多様性を認め合う新たな人権条例の制定について、お考えを伺う。

　　■市長　本市はあらゆる差別をなくする条例を制定しており、基本的人権の尊重を

　　　その中で明確化している。多様性を認め合うことについても、この条例の目的と捉

　　　えている。引き続き、多様性を認め合いお互いの人権を尊重し合えるまちづくりを推進したい。

　　■今城　当事者の方々の思いに寄り添った、同性パートナーシップの承認制度導入を強く要望する。

　　☆帯状疱疹ワクチンの接種助 成について
　■今城　　帯状疱疹の発症は高齢者が多く、予防にはワクチンが有効とされている

　　が、費用が非常に高額なため接種を諦める人が多い。痛みが継続する後遺症もあり、

　　一定年齢以上の高齢者に対して、独自のワクチン助成制度実施へお考えを伺う。

　■市長　 現時点で独自の接種助成を行う考えはないが、国の動向を注視しながら、

　　国の方針が決定次第、速やかに対応できるよう準備していきたい

　　☆感染症予防対策について
　　■今城　　新型コロナウィルスワクチンは、本年度は春開始接種と秋開始接種が予定されている。

　　　手続きの方法等について伺う。

　■福祉保健部長　　６５歳以上の高齢者及び以前に基礎疾患を有すると申請された

　　方には、接種券一体型予診票を送付し周知。初回接種終了の5歳から64歳の方へは、

　　接種券発行申込書と、申込方法を掲載したお知らせを個別に送付した。

　■今城　本年度の秋接種で、国の追加接種は終了の予定。丁寧な対応を要望する。

　　▲今城　　風しんワクチンの追加接種について、来年３月末の終了予定まで、どのような対策が必要なのか？

　　▲福祉保健部長　今年３月に未検査・未接種者へ改めてクーポン券を再送付し、今後も積極的勧奨をする。

　　●今城　麻しんが流行の兆しがある。麻しんの追加接種も注意喚起とワクチン接種対策を実施してはどうか？

　　●福祉保健部長　引き続き注意喚起や、任意の追加接種等について情報を掲載し、周知を行っていきたい。

　　☆出水期の対策について
　　■今城　　出水期の今、一人一人が水災害に対して備えておく内容について伺う。

　　■防災安全監　①「洪水ハザードマップ」で災害リスクを知る。　　②災害リスクに適した

　　　避難行動を考える。　③非常用持ち出し袋の用意など平時のうちに行っておく。

　　■今城　市民一人一人の心構えや準備について周知と、広報については？

　　■市長　今年３月に『わたしの避難ノート』を作成。“防災の教材”として活用し防災の周知啓発に取り組む。
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